比較経済体制学会　若手会員旅費助成申請書
比較経済体制学会代表幹事　殿

　以下の通り、必要書類（領収書類）を添えて、旅費等の申請を行います。

※旅費助成申請の希望者は、事前に比較経済体制学会事務局(adm@jacesecon.sakura.ne.jp)にメールで連絡した上で、本申請書に領収書類の必要書類を添えて、所定の期日までに総務・会計担当事務局宛に送付して下さい（各年度の締切日と送付先については、学会HPなどを参照のこと）。
１．申請条件

□にチェック（レ）を入れて下さい。
· 比較経済体制学会若手会員旅費助成規程（裏面参照）を熟読しました。
· 本年度を含む全ての年会費を納めています（入会申込中の者は除く）。
· 院生会員もしくは40歳未満の常勤職にない正会員（生年月日：　　　　　　）である。
· 本学会以外から旅費等の助成・補助を受けていません。
· 今後とも学会活動を継続する意向です。
· 他の会員1名（推薦人氏名：　　　　　　　　）から推薦を得ました。
２．申請内容

旅費（交通費）の合計額を記入して下さい。
※領収書もしくは見積書の添付が必要です（旅費・宿泊費等の明細が分かればパック旅行での手配も可）。なお、助成額の上限は10万円です。
　　合計　　　　　　　　　　　　　円

３．振込先（本人名義に限ります）
　銀行名：　　　　　　　　　　　　銀行　支店名：　　　　　　　　　支店

口座種別：　　　　　　　　　口座番号：　　　　　　　　　　　　　　　

申請者所属先等：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（職名等）　　　　　　　　　　　

申請者住所：　　　　　　　　　　　　　　　　電話番号：　　　　　　　　　　　　　　　　
申請者署名：　　　　　　　　　　　　　㊞　　
申請年月日：２０　　年　　月　　日　メール・アドレス　　　　　　　　　　　　　　　　　
2019年6月22日制定
比較経済体制学会若手会員旅費助成規程
（名称）
第1条：　比較経済体制研究に関する学術の発展を目的として、若手会員に対して全国大会に参加するにあたっての旅費助成（以下「旅費助成」と呼ぶ）を行う。

（旅費助成の対象となる会員）
第2条： 旅費助成の対象となる会員は，助成年度において本学会に在籍する，院生会員または助成年度の最終日において40歳未満の常勤職にない正会員とする。

（旅費助成の回数）
第3条：　原則として連続する年次に亘り助成を受けることは出来ない。但し申請が予定助成総額を下回る場合はこの限りではない。

（助成額並びに助成の内容）
第4条：　旅費助成は毎年度行う。また助成額は，原則として年度あたり総額10万円以内とする。申請者の要する交通費（新幹線指定席特急券・運賃，事前購入割引航空運賃）に対して，領収書に基づき、幹事会の認めた金額を助成する。

（申請方法）
第5条：　第2条による申請は本人が行い、他の会員1名による推薦を必要とする。申請は、事務局による所定書類に基づく。また申請は助成対象となる大会が開催される3ヶ月前までに行うこととする．事前購入割引運賃のものが購入出来ず領収書の提出が見込めない場合，見積書による申請とする．

（選考）
第6条：　申請に基づき，第4条に定める金額を下回る限りの申請に対して，全て助成を行うものとする。申請総額が助成予定総額を上回った場合，大会において研究報告を行う者を優先する。その上で申請総額が予定助成残額を上回る場合，代表幹事および事務局により抽選を行い助成対象者を決定する。

（採択結果の発表）
第7条：　事務局は，助成対象となる大会が開催される2ヶ月前までに採択結果を申請者に通知すると共に，大会時の幹事会において報告しなければならない。


（規程の改正）
第8条：　本規程の改正および廃止には、幹事会の発議に基づき会員総会での出席会員の過半数の賛成を必要とする。

附則　1. 本規程は2019年6月22日から施行する。
